
大村市の人ロヵ

( 8月末現在) J 
12，191世帯 (ム26)内
64，981人(66)-は
{男 18，305(11p
女 1Ml6(43iー

増 651出生91転入554 ~~ 
減585死亡 31転出 554

第
二
回
目
コ
レ
ラ

の
予
防
接
種

t
r町

-
U
L
・h・-z七
日・
・
見
込
み
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
肥
、
早
期
間
引
を
し
、
株
数
イ
タ
リ
ア
ン
だ
げ
で
約
五
千
キ
町

二
ご
夢
中
ー
さ

コ

!

?〉・

1117
3
V

に
蒔
付
け
て
く
だ
さ
い
。
を
多
く
の
乙
す
と
と
が
必
要
に
ロ
の
政
穫
が
あ
り
二
一
度
蒔
き
川

深
耕
し
、
て
い
ね
い
に
整
地
し
な
り
、
お
そ
蒔
き
に
よ
る
減
政
や
蒔
き
お
く
れ
な
ど
の
手
数
を
川

【
大
根
パ
イ
ラ
ス
病
吋
吋
斗

1
1
1
l
i
li
-
-
i、
を
く
い
と
め
る
と
と
に
な
り
ま
は
ぶ
く
と
と
が
で
き
ま
す
。

…

の

防

除

】

一
時

ム
一
す

。

【

畜

産

】

一

後

ラ

一
ム
飼
料
と
し
て
の
甘
藷
づ
る
が

一
当

γ
前

'

グ

一

秋
風
が
立
つ
と
と
も
に
家
畜
川

て
票
差
し
て
ち
ぢ
れ
る
病

一
ル
リ
ル
，
ょ
な
く
な
っ
た
と
喜
刈
り
飼
料
は
活
気
暑
と
り
も
ど
し
妻
。
…

川
気
)

一
;

三

γ
因
る
も
の
で
す
が
、

ιん
川

一
日

ド

日

吋

一

朝
夕
の
飼
養
管
理
に
十
分
注
意
川

川
と
の
病
気
は
大
根
が
若
い
間

一
1

よ

な
か
た
に
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
し
暑
気
づ
か
れ
の
解
消
に
っ
と
…

…
に
モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ
ム
シ
五

五

~

附

附

一
ラ
ッ
ス
と
エ
ン
バ
ク
皇
室
霊
し
よ
う
。

…
イ
コ
シ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ニ
セ
ダ

一
料
川
川
ト
川
H

一
お
す
す
め
し
ま
す
。
九
月
申
、
飼
料
作
物
は
謹
一
次
硬
化
が
早

…

川
イ
コ
シ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
有
麹
虫

一
司忙

し

日

一
下
旬
(
早
い
ほ
う
が
良
い
)
十
く
な
り
質
も
低
下
し
て
き
ま
す
山

川
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
の
ヤ
ア

一
量

一
ア
ー
ル
当
り
、
イ
タ
リ
ア
ン
一
つ
と
め
て
若
刈
り
し
、
数
種
類
川

…
ブ
ラ
ム
シ
の
肪
除
に
つ
と
め
ま

一
併

M

m

m
勝

一
キ
ロ
、
エ
ン
バ
ク
(
品
種
H
前
右
与
え
る
よ
う
に
心
が
付
て
く
…

川
し
よ
う
。

一
分

川

U

H

1

一
進
、
ピ
ク
ト
リ
ー
が
良
い
)
四
だ
さ
い
1
e

一
昨

一
キ
ロ
を
混
合
、
畦
巾
四
十
五

i
十
月
一
日
は
市
主
催
(
玖
島
崎
…

…

門

飼

料

作

物

】

一
名
一
団
ン
剤
ン
剤

湖

一
六
十
セ
ン
チ
の
条
播
に
し
ま
す
補
助
グ
ラ
ン
ド
」
十
月
士
弓
山

川
ム
カ
ブ
類
、

家
畜
用
ピ

l
ト
な

一
再

々

U

U

ぺ

一
巴
料
は
元
肥
と
し
て
堆
一蹴
肥
の

十
四
日
は
県
主
催
(
佐
世
保
市
川

一

ソ

ι

ー
和
十
ハ

一
目

)

の

共

進

会

が

行

な

わ

れ

ま

す

川

…

i搭
種
適
期
は
九
月
上
旬
で

一
言

ラ

行

行
一
フ

一
代

表

作
用
化
成
肥
料
室
俵
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
と
い
い
…

一
お
そ
く
と
も
中
旬
ま
で
で
す

一

マ

グ

乳

ダ

水

こ

も
旋
用
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
ま
す
が
、
よ
い
掛
会
で
す
か
ら
…

…
警
の
入
手
お
く
れ
な
ど
の
理

一
〔
鼻
芽
後
七
日
四
巴

一
十
二
月
上
、
中
旬
、
約
一
一
芋
キ
出
品
さ
れ
る
家
琶
の
震
を
研
…

…
号
、
ま
だ

R
Pな
い
か

一
薬
剤
防
除
法

一
ロ
の
版
穫
が
あ
り
、
そ
の
後
エ
究
レ
、
今
後
の
畜
産
振
興
の
一
川

川
た
で
、
平
坦
地
の
掛
合
は
ま
だ

ト
l
i
li
l
i-
-
ll
j
一
ン
バ
ク
は
枯
れ
ま
す
が
一
、
明
春

助
と
し
た
い
も
の
で
す
。

(9月下旬号)

産
業
ま
つ
り
開
催
決
る

図

第
=
回
目
の
コ
レ
ラ
の
予
防
接

一
種
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
梓
νま
す

一
一
回
目
を
す
ま
さ
れ
て
い
る
万

一
は
洩
れ
な
く
接
種
し
て
下
さ
い
.

一
ム
該
当
者

一

生
後
一
年
ま
で
の
乳
児
を
除
き

マ
植
木
盆
裁
展
示
即
売

会

(

八

十

月

十

五

日

皇

大

神

宮

・

春

日

一

全

員

、

た

だ

し

生

徒

は

単

最

で

実

日
l
十

台

・

親

和

銀

行

横

一

堂

・
松
尾
神
牡
一
施
し
て
お
り
ま
す
.

-

古

町

・

そ

の

他

)

一

十

月

十

六

日

大

村

神

社

玄

料

金

マ
歓
迎
椀
賀
会
(
+
日
・
実

一

十
月
十
七
日

富
松
神
社
・
宮
一
満
十
三
才
以
上
N
一
人
二
十
円

公
民
額

一

崎
神
社
・
所
在
・
鈴
回
大
一
滴
十
三
才
未
満
H
一
人
十
円

マ

協

賛

大

売

出

し

(

十

日

十

一

紳

一

ム

実
施
署
お
よ
び
期
日

一

一

実

施

場

所

実

施

日

八
日
の
予
定
)

一

十
月
十
A
日

長

天

神

社

一

一

一

第

二

回

マ
県
ド
民
芸
耕
一
制
大
会
(
十
五
一

(商
工
水
産
課
)
一
一
一
一
浦
診
療

所

九

月
二
十
九
日

目
J
十
六
日

・
島
一風

七

万

石

一

一

齢

回

出

頭

所

。

-
平
一
号
ゃ
ん
が
ら
・
豆
島一

第

十

三

回

畜

産

共

進

会

開

く

一

申

t
〆公

民

館

。

f

ヤ
ジ
コ
コ
踊

・
黒
丸
踊

・

一

一

池

田

敬

老

院

市
内
各
阿
翠
納
踊

・
中
央
公
一

恒
例
の
大
村
市
畜
産
共
進
会
は

一ム
出
品
畜
種
お
よ
び
頭

数

一

市

立

病

院

。

寝
屋
散
舞
台
)
一
今
年
よ
り
「
産
業
ま
つ
り
」
の
二
和
牛
五
十
六
頭
乳
牛

四

十

頭

一

話

題

所

九

月
二
十
九
日

乙
の
ほ
か
各
地
区
か
ら
の
と

一
環
と
し
て
華
々
し
く
開
掛
さ
れ
ま

一

豚
四
十
八
頭
間
鶏
三
十
五
番
一
茸
瀬
出
頭
所

一

一

一

福

重

出

張

所

。

参
加
公
お
闘
い
い
た
し
ま
す
一す
。
多
数
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お

一

山
羊
二
十
五
頭
馬
八
頭
一

一

一

一
松
原
出
頭
所

申
込
は
大
村
観
光
協
会
ま
で
一
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一

た
だ
し
出
品
畜
は
地
区
共
進
一
東
大
村
小
学
校

十

月

四

日

芸

品
文
化
展
(
十
五
日
1
十
五
日
時
H
昭
和
三
十
七
年
十
月

二

会
で
予
選
を
通
過
し
た
も
の
一
菌
は
い
す
れ
も
一
時
=
干
分

七
臼
巴
こ
ネ
ス
シ
ョ
!
と
電

一

日
午
前
九
時
(
小
雨
喜

一

市
民
各
襲
撃
憲
希
望
一
か
ら
三
時
=
干
分
ま
で
。

気
叫
肱
・
中
央
公
民
舘
)

一ム
場
所
H
大
村
市
補
助
グ
ラ
ン
ド
一
し
ま
す
。
(
農
林
課
)
一
{
保
険
衛
生
課
)

県
下
民
芸
舞
踊
大
会
・
商
品
文
化
展

第

な

は

な

ど

や

か

(第331号)

マ
水
産
、
真
珠
展
示
会
(
十
五

日
i
十
七
日
・
商
工
会
麟
所

ホ
ー
ル
)

マ
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会

(
十
六
日

・
申
央
公
民
舘
前
)

マ
小
中
学
生
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・

鼓
箇
隊
市
中
行
進
(
十
六
日
)

な
お
、
各
神
社
の
祭
典
は

市
内
各
種
産
業
の
振
興
を
は
か

り
、
広
九
大
村
市
の
現
況
持
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
年
中
行
事
の

一
つ
と
し
て

「
産
業
ま
つ
り
」
を

き
た
る
十
月
}
日
か
ら
十
八
日
間

一
全
市
を
あ
行
て
展
開
す
る
と
と
に

一
な
り
ま
し
た
。

一
産
業
ま
つ
り
情
賀
会
で
は
つ
ぎ

一の
行
事
計
画
せ
す
す
め
て
お
り
ま

一す
の
で
市
民
防
織
の
ご
協
力
を
お

一願
い
い
た
し
京
す
。

一
予
定
不
れ
る
主
な
行
事
内
野
と

一日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
マ
畜
産
共
進
会
・
農
機
具
展
示

一

会

(
十
月
一
日
・
大
村
公
園

一
補
助
グ
ラ
ン
ド
)

一
マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
産
業
向
設
対

一
抗
戦
(
期
日
未
定

・
玖
島
崎

一
野
球
場
)

行所

長崎県大村市250番地
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よ大村市政だ

十
八
才

t
二
十
七
才
一

万
一
千
七

百
五
十
円

t
一
万
五
千
円

談
会
の
結
果
と
し

て
今
後
の
推
進
万

法
を
つ
ぎ
の
と
お

砂
決
定
し
ま
し
た

ム
蛍
盤
部
会

ム
財
務
部
会

ム
経
営
部
会

の
一
二
部
会
を
股
冒

し
そ
れ
ぞ
れ
の
問

題
を
各
部
会
で
研

究
を
す
す
め
る
。

(
大
村
市
農
協
合

併
推
進
協
韻
会
事

務
局
)

求
人
案
内

C毎月1日，11臼，t.自発行〉

女
子
【
市
内
】

胃
、務
員
年
令
不

問
手
取
五
千
円
・
庖
員
十
八
才

t

二
十
六
才
六
千
円
J
七
千
円
・
製

材
肋
・
澱
粉
忠
則
役
年
令
不
同
六

千
七
百
五
十
円
・
経
理
事
務
員
十

八
才

t
三
十
才
七
千
五
百
円

t
一

万
三
千
円

・
一
舷
事
務
員
十
八
才

J
二
十
ニ
才
七
干
円
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園

周
目

男
子
【
市
内
】

各

種
自
動
車
運

転
手
十
八
才

t
五
十
才
}
万
二
千

円
!
一
万
五
千
円
・
経
理
事
務
員

二
十
才
1
2十
才
八
千
円

t
一
万

五
千
円
・
列
務
員
・
集
金
人
二
十

五
t
五
十
才
八
千
円
i
一
万
円
・

配
達
員
十
八
才

t
二
十
五
才
七
千

五
百
円
以
上
・
澱
む
製
造
雑
役
年

令
不
問

一
万
円
以
よ

【
県
外
】
自
動
車
運
転
手
二
十

才
t
三
十
才
一
万
五
千
五
百
円
以

上
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
製
造
工
十
六
才

1
二
十
五
才
九
千
二
百
円

t
一
万

二
千
八
百
円
・

圧
延
工
・
製
鋼
工

E
R

九
月
十
二
日
か
ら
十

ヨ

ロ

四

日
ま
で
の
三
日
間
中

吋

央
公
民
舘
に
お
い
て
、

ぺ
門
市
内
小
申
学
校
生
徒
の

J
J

休
み
の
作
品
展
示
会

ι干
が
開
か
れ
ま
し
た
。

官
芸
出
品
さ
れ
た
作
品
は

の
四
百
五
十
七
点
に
も
の

生

号

、

女
生
徒
の
作
品

学
の
か
わ
い
い
も
の
か
ら

中

害
時
代
に
ふ
さ
わ
し

h-
い
宇
宙
模
型
な
ど
も
見

H
Y
ら
れ
、
そ
の
外
書
道
図

引

画
な
ど
目
を
み
は
る
ば

-
ー
か
り
の
り
っ
ぱ
な
も
の

農
協
合
併
て知

事
と
懇
談
会

農
協
合
併
に
つ
い
て
県
知
事
と

の
懇
桜
会
が
九
月
七
日
大
村
研
修一

所
に
お
い
て
第
七
回
推
進
協
館
会
一

を
か
ね
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

ー

知
事
の
挨
拶
の
要
旨
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
.

県
の
助
成
措
置
は
十
分
考
慮
し

た
い
。

従
っ
て
ぜ
ひ
長
崎
県
の

モ
デ
ル
拙
区
と
し
て
大
同
団
結

し
強
力
な
農
協
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
」

ま
た
第
七
回
推
進
協
議
会
で
は

八
月
二
十
一
日
よ
り
十
一
日
聞
に

わ
た
っ
て
聞
い
た
館
一
間
部
落
座

昭和n年9月20日
(昭和33年4月as第三種郵便物認可)

【
県
外
】
ゴ
ム
検
査
仕
上
工
十

五
才
J
二
十
才
九
千
円

t
一
万
円

.
ミ
シ
ン
下
手
刷
工
十
六
才

t
二

十
五
才
八
千
三
一白
一
十
円
以
上
・

紡
績

・
蹴
布
工
寸
五
才
{
二
十
才

八
千
八
百
九
十
二
円
i
一
万
円

・

庖
員
十
五
才
ム
ニ
ト
五
十
八
千
円

{一

万
円

・
タ
イ
ル
創
造
工
十
五

才

t
二
十
三
才
八
千
五
百
八
十
円

i
一
万
円
・
パ
ス
車
掌
十
五
才

t

二
十
一
才
八
千
五
百
円

t
一
万
三

千
同

松くい虫駆除期間(命令)

本年度秋期国営松くい虫防除を、例年

通り九月一日 より十月五日まで行 うこ

とにな っておりますので、 完全に駆除

をしてください。なお駆除された方は

十月中旬検査に廻 りますので農林課ま

(農林課)

「
近
代
化
農
業
を
推
進
す
る
前

提
と
し
て
、
ま
ず
愚
民
の
唯
一

の
代
表
櫛
闘
で
あ
る
艶
協
の
組

織
を
拡
大
強
化
す
る
と
と
が
必

須
条
件
で
あ
り
、
そ

ωた
め
の

秋分の日 i
9月23日同秋分の E 
日

20日から彼岸入り ー
で、軟分の日陪彼岸ー

の申日というわ110 日

正しくいえば申日

時正で、時正という 歪

のば昼夜がひとしく = 

時が正しいという意 Z 

味である

仏教では真中の正 i 
しい道を歩貯と衆生 = 

におしえているので

ち ょうど中正の時節 i 
にイム事をおこなうと

いうのである。 -

暑 γ寒日を 彼:李主

でとドうととわざが E 

あるごとく、干火分)"; ~ 

過ぎると秋風がうら

さびしく身!こしみる E 

ようになり、カヤを ー

しまひ乙む。 畳昧沙 ー

華 tf彼岸花と呼ばれ E 
るのは乙の乙ろに咲 5 
く花だからであり、 E 
田畑で陪厄 日を無事 5 
にすごした稲が黄い

ろくみのりはじ位、 E 
そばの花が雪のよろ ー

にまつ自になる。 ー

でど連絡下さL、。

く
子
供
た
ち
の
作
っ
た
作
品
に

顧
巷
ほ
と
ろ
ば
せ
て
見
入
っ
て

い
る
風
最
も
見
ら
れ
ま
し
た
岬

{
教
育
委
員
会
)

ば
か
り
で
し
た
。

参
観
者
も
多
く
毎
日
開
館
暗
闘

を
二
時
間
も
延
ば
す
ほ
ど
で
、

生
徒
同
伴
の
父
児
の
か
た
も
多

〈ー〉

〈
公
共
職
業
安
定
所
)

〔
写
真
〕

H
ず
ら
り
な
ら
ん
だ
作
品
と
そ
れ
を
見
ゐ
人
々

今
月
の
納
税

九
月
三
十
日
は
市
民
税
才
二
期
分
の
納
期
限
で
す
。

早
自
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。



りよ大村市政だ昭和H年 9月20日
C昭和33年4月日目第三種郵便物認可〉 (ニ〉

事堂刺侍 入一世表(1)

5背金使途 借説暗λ イ出昔屯入 イ創左昔t息I入MJ金JmtT の得l軒せtλ銚l金制の型え開令閉制度t イ第 Jき浪度

土

e会考岱働主4人ty位Bu含F獅hJR削tR4dMF紙仲0.'唱・陪面蔀+也広前F企ま報責
しr'出ew26奮" 冊M4令劫診T 

(等ぷ片1)

妥を低納HFAM竣H品街Sn，飽約YM1櫨FV31宅Mt担句軽・ロJ.t"a械pa 私r 
ぅlJ本委賞

ま坦Z o 15ヰ
賞金et 80r. 

ヨヰ

R 11、殺綾土地改良 験鵠 会主 主分 2ヰ H' 妙叫県且野F安μ川再量Z畠1Jo今岡

最 崎ド4地科縁栗筆J'f.跡!t~地Z. ' 費人』抑AzdEp 
泣持州1ヒ7官E4昔t 
却がう叩

，等也
検(約#体 !'~ 立与 8ヰ 争点i!;，'''!Jィ坊主

，、 物的取得、 すら
耳4耳K 

r.: 自作動ト4下地吋尚早 是章者 30明 5.Jr 3ヰ 17-'+ 告面4は噂時維金持よ

集i{.4潟3会-厳総税守需t脚門tJ幻像力供

果 事1.1 義作景賞近金代
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80折

混車錦師合1

2
会斗

由

'3 司
す

用

事
業
に
合
っ
大
資
金
の
借
入
を

農
業
資
金
の
作
り
方

(才331号)(毎月1E1.1O.目tDEI発行〉

に
分
載
)
の
と
お
り
各
種
の
借
入

の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
に
よ
っ
て
条
件
、
内
容

が
ち
が
い
ま
す
の
で
、
と
の
制
度

そ
利
用
す
る
自
分
遣
の
計
画
に
}

蕃
適
し
た
制
度
帯
利
用
し
て
く
だ

ま
つ
選
管
要
員
長
の
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
県
選
管
委
員
長
、
大

村
市
長
、
教
育
長
の
祝
辞
の
後
三

つ
の
分
科
会
に
分
れ
、
熱
心
に
研

究
酎
鶴
巻
し
ま
し
た
.

分
科
会
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

第
一
分
科
会
(
婦
人
会
)

私
選
が
選
挙
で
人
を
選
ぶ
場
合

考
慮
す
べ
き
と
と
は
伺
か

〔
写
真
〕
目
熱

心
に
討
議
が
行

な
わ
れ
て
い
る

研
修
大
会

第
二
分
科
会
(
背

年
団
)
青
年
層
は
今
の

政
治
に
何
を
の

ぞ
む
か

第
三
分
科
会
(
公

民
舘
)
公
明
選
挙
を
一

般
有
梅
者
に
徹

底
さ
せ
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ

い

か

さ

ら

に
全
体
酎
韻
に
う
つ
り
か
っ
ば

つ
な
意
見
の
交
換
が
あ
り
、
県

社
会
教
育
限
井
上
先
生
、
長
大

小
松
教
接
の
講
演
も
あ
っ
で
盛

会
裡
に
閉
会
し
ま
し
た
。

当
日
は
と
く
に
賢
助
と
し
て
大

村
部
隊
音
楽
隊
の
見
事
な
演
奏
が

あ
り
ま
し
た
.(選
挙
管
理
餐
員
会
}

euv品
目

W
T
g
v
h
u
"
v
e
oA目
ZETAHV
-

伝
染
病
は
夏
だ
貯
の
も
の
で
は

な
く
な
り
、
一
年
申
発
症
レ
つ

づ
げ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
、

九
月
か
ら
の
発
症
散
が
上
昇
レ

て
い
る
の
は
見
の
が
せ
な
い
と

と
ろ
で
す
。
そ
乙
で
各
人
が
つ

ぎ
の
乙
と
に
注
意
レ
な
が
ら
、

明
る
く
楽
レ
い
秋
を
す
ご
す
乙

と
が
で
ぎ
る
よ
う
に
心
が
げ
ま

し
ょ
う。

秋
は
伝
染
病
の
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す

暑
か
っ
た
夏
も
す
ぎ
、
乙
れ

か
ら
は
-
年
中
で
も
っ
と
も
恵

れ
た
、
し
の
ぎ
や
す
い
季
節
と

な
り
、
買
の
暑
さ
か
ら
開
政
さ

れ
て
や
や
も
す
る
と
、
「
も
う

涼
し
く
な
っ
た
か
ら
、
伝
染
病

伝染病発生状況 、

(36年分}

(lfJi 30人

も
、
も
う
発
生
し
な
い
の
だ
ろ

う
」
と
い
っ
た
考
え
か
ら
、
健

康
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
が
ち
で
す
.

グ
ラ
フ
の
月
別
発
生
数
巻
見

て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
も
は
や

15λ 

10ぇ

5A' 

円
注
意
事
項
〕

;:ぉI

j愈;
Lらよ::;

組
f本原l;
必ヲ怜守~:，::

九
月
二
十
日
か
ら

二
十
九
日
ま
で
休
舘

(
蔵
書
の
虫
ほ
し
)
の
た
め
、
九

月
二
十
日
(
木
曜
日
)
か
ら
=
十

九
日
(
土
曜
日
)
ま
で
十
日
間
休

館
し
ま
す
.
(
教
育
接
員
会
)

来
年
新
入
学
児
童
を

調
査

市
教
育
委
員
会
で
は
来
年
四
月

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の
調
査

者
住
民
登
録
簿
じ
よ
U
行
な
い
ま

す
@
聞
和
三
十
一
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
固
ま
で

に
生
れ
た
児
童
を
お
も
ち
の
か
た

で
、
ま
叫
ん
住
民
登
録
老
し
て
い
な

い
か
た
は
勉
い
で
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
J

芹
教
育
接
員
会
)

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
開

催
従
業
員
を
募
集

市
事
業
棋
で
は
競
艇
開
樹
臨
時

従
事
員
殺
募
集
し
ま
す
。
L

ム
市
内
在
住
者
で
満
十
八
才
か
ら

四
十
五
才
ま
で
の
女
子

ム
募
集
人
員
十
数
名

ム
選
考
期
日
揖
所
十
月
二
十
七

日
午
前
九
時
事
業
際

ム
選
考
方
法
一

般
常
識
、
珠
算

面
接

ム
応
募
締
切
十
月
十
二
日
ま
で

事
業
幌
に
履
歴
書
巷
提
出
す
る

こ
と
な
お
、

く
わ
し
い
と
と
は
事
業

課
に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

{
事
業
蝶
)

第
四
回
全
国
発
明
工

夫
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
を
募
集

大
村
市
立
図
書
館
は
ば
ど
曹

ム

日

程

狂

犬

病

の

網

目

場

所

時

間

予

防

注

射

を

実

施

十

月

一

日

大

村

市

箆

附

九

時

l
十
五
時

。

ニ
h
q

大

村

保

健

所

九

時

t
十
五
時

昭

和

三

十

七

年

度

第

二

回

狂

市

。
一
一

7

松
原
野
岳
停
留
所
九
時
三
十
分
1
十
時
三
十
分
川

門

犬

病

予

防

注

射

を

つ

ぎ

の

日

程

川

9

6

0

東
光
寺
貧
舘
土
時
上
・
二
時

川
に
よ
り
実
施
レ
ま
す
の
で
、
犬

J

松

原

出

翠

附

十

二

時

1
十
五
時

川
の
飼
饗
者
は
も
よ
り
の
場
所
で

叫
予
防
注
射
を
受
貯
て
く
だ
さ
い
。
四
h
q

福

軍

出

頭

所

九

時

t
十
五
時

。

五
h
q

賞
瀬
黒
木
停
留
所
九
時
三
十
分
l
十
時
三
+
分
川

一
ム
料
金

9

9

0

小

学

校

十

一

時

l
十
二
時

叫
予
防
柁
射
手
数
料
百
四
十
円

。

萱

瀬

出

頭

所

十

三

時
l
十
四
時

凡
な
お
新
規
登
録
を
さ
れ
る
か

h
q

第
一
艶
協
十
四
時
三
十
分
{
十
五
時
=
平
分
川

川
た
は
別
に
鑑
札
手
数
料
と
し
て

h
q

八
h
q

竹

松

出

器

附

九

時

i
十

五

時

川

…
三
百
円

。

九

9

池
田
n

公
民

館

九

時

t
十
一
一
時

三

注

意

9

西
大
村
出
禁
士
一
}
時
J
十
五
時

犬
は
必
ず
く
さ
り
か
丈
夫
ょf

'

十
h
q

今
村
公
民
館
九
時
三
十
分
i
十
時
三
十
分
川

恥
紐
で
引
い
て
来
て
く
だ
さ
い
.

h
q

溝
陸
h
q
h
q

十
}
時
J
キ
土
時

な
お
注
射
終
了
後

、

未

登

録

川

…
宋
注
射
犬
の
還
が
行
詰
れ

e

三

浦

出

頭

所

十

三

時

I
十
四
時

…
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

e

西
部
公
民
館

十
四
時
l
十
四
時
三
十
分
一

，

十

一

。

齢

回

出

張

所

九

時

1
十
五
時

{
保
険
衛
生
腺
)

h

q

十
一
一
。
大
村
保
健
所
九
時
l
十
五
時

国
民
健
康
保
険
証
無
効
の
お
知
ら
せ

し
た
.
保
険
衛
生
課
、
出
題
附
に

被
保
険
者
庇
帯
返
レ
て
く
だ
さ
い

4シ

農
業
基
本
法
の
制
定
に
伴
い
今
一
補
給
を
し
た
り
、
資
金
が
借
り
易
一
の
)

後
の
盛
業
は
生
産
性
の
向
上
、
栂
一く
な
る
よ
う
に
患
家
の
か
た
の
借
一
①
畳
一
綜
漁
業
資
金
歯
の
制
度
)
さ
い
.

造
の
改
善
だ
飛
閥
的
な
発
展
を
ど
一
金
{
債
癌
}
し
を
保
証
す
る
た
め
の
一
②
自
作
農
維
持
創
設
資
金
(
国
の
以
上
農
業
資
金
の
つ
く
り
万
に

げ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
乙
一
出
資
補
助
金
を
出
レ
て
襲
業
信
用
一
制
度
)
つ
い
て
制
度
金
融
の
あ
り
万
事
業

で
鹿
家
の
か
た
が
た
に
と
っ
て
、一

基
金
協
会
を
設
立
レ
た
り
す
る
制
一
⑨
農
業
改
良
資
金
(
国
の
制
度
)
か
ら
み
た
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

も
っ
と
も
身
近
在
感
じ
ら
れ
る
一度
な
の
で
す
。
一
④
産
業
花
資
金
(
県
の
制
度
)
そ
の
あ
ら
ま
し
争
解
説
し
て
き
ま

乙
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
た
一

つ
ま
り
国
や
農
協
の
資
金
が
順
一
@畜
産
改
良
資
金
(
市
の
制
度
)
し
た
が
、
乙
れ
は
あ
く
ま
で
資
金

て
て
も
乙
れ
を
実
竹
ず
る
の
に
必
一
調
に
貸
出
し
さ
れ
る
よ
う
措
置
す
一
が
あ
り
ま
す
。
の
借
入
の
方
法
で
あ
り
補
助
金
で

要
な
質
金
面
で
頭
を
い
た
め
ら
れ
一
る
乙
と
で
す
。
と
れ
が
霊
資
金
一
乙
安
定
亀
裂
が
制
定
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
借
入
金
に

て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
雨
雲
し
く
み
で
あ
り
ま
す
。
一
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
と
れ
ら
の
対
す
る
償
還
を
と
な
ど
十
分
検

つ
ま
り
新
し
い
慎
重
容
と
一

宮
考
ま
で
に
制
度
金
融
雲
類
一
賢
議
度
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
場
酎
の
上
、
よ
り
よ
い
経
営
群
を

り
入
れ
た
り
、
新
ら
し
い
経
嘗
計
一
し
て
ま

み

ず

と

、

一

合

に

ど

の

程

度

借
り
ら
れ
る
か
と

考
え
ら
れ
そ
ち
お
願
ひ
い
た
し

画
伝
お
た
て
に
な
っ
て
も
、
「
先
一
ム
農
協
資
金
袷
活
用
す
る
も
の
と
一
い
い
ま
す
と
つ
ぎ
の
表
(
三
回
ま
す
.
(
農
林
課
)

だ
つ
も
の
は
お
金
と
い
う
と
乙
一
し
て
菌
、
県
、
市
が
利
子
補
給
一

ろ

に

落

選

く

の

で

は

な

い

で

し

一

損

失

補

償

の

措

置

老

す

る

も

の

二

挙

選

啓

発

助

言

者

よ

お

じ

資

金

管

の

制

度

で

あ

一

話

器

日

制

度

)

一

研

修

大

会

開

か

る

る
副
度
金
融
」
字
解
説
し
て
み
一
言
葉
営
近
代
化
資
金
(
県
の
一
回
事
挙
管
理
委
員
会
一
き
地
方
選
挙
な
ら
び
に
真
実

ま

し

ょ

う

。

一

制
度
)

一

一

の

た

め

の

、

簡

}

回

助

言
者
研
修

一

一

ー

で

は

、

去

る

九

月

十

二

一

【
制
度
金

融

と

は
】
志
果
樹
増
植
振
興
資
金
(
号
制
一
右
目
、
玖
島
崎
の
長
震
一
大
会
老
開
儲
し
ま
し
た
。

一

度

)

が

あ

り

ま

す

。

一

封

男

一

“

v

園
、
県
ま
た
は
市
が
農
協
よ
一

財
政
資
金
時
活
用
す
る
も
の
と
一
大
村
研
修
所
に
お
い
て
各
部
落
公

り
農
家
の
か
た
が
借
り
受
付
る
賢
一
レ
て
(
国
、
県
、
市
が
財
政
資
金
一
民
帽
長
、
婦
人
会
幹
部
、
青
年
団

金
の
金
利
を
安
く
す
る
た
め
利
子
一
巻
出
し
た
り
直
接
貸
付
を
す
る
も
一
幹
部
約
百
名
を
対
象
に
、
来
る
ペ

つ
ぎ
の
か
た
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
資
格
が
な
く
な
り
ま

被
保
険
者
番
号

三
ニ
・
七
一
一
七

三
一
一
て
一
八
四

三一
ニ
・
=
一

O

回
二

・四
五
七

世
智
主
名

福
田
耕
作

原
本
初
男

申
川
内
土
雄

土
井
容
枝

住

所

無

効

年

月

日

栄
町
五
班
一
三
一
七
三
十
七
年
六
月
十
三
日

誠
の
尾
-
六
五
ニ
三
十
七
年
七
月
八
日

大

多

武

三

十

六

年

中

上

月

十

-

日

松
並
日
日
十
班
四
O
四
三
十
七
年
三
月
一
一
十
六
日

理
由
転
出
そ
の
他
。

ム
手
を
消
毒
液
で
洗
い
、
い
つ

も

清

潔

£

し

ま

し

ょ

う

。

科

学

技

術

の

進

歩

と

、

そ

れ

に

通

り

開

催

す

る

こ

と

足

り

ま

し

舘

望

星

人

発

明

協

会

、

全

一

ム
食
べ
す
ぎ
、
飲
み
万
ぎ
を
し
一
伴
う
日
常
生
活
の
革
新

は

近

頃

ひ

允

。

国

発

明

工

夫

コ

ン

ク

ー

ル

係

ヘ

一

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う

一じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
ム
応
募

作

品

送

付

の

乙

と

九
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
性
病
a

ム
な
ま
も
の
に
注
意
し
ま
し
ょ

一ま
だ
一
般
に
知
ら
れ
な
い
発
明
エ
①
全
国
的
に
宋
知
の
も
の
ム
申
込
締
切
昭
和
三
十
七
年
十
予
防
週
間
が
行
な
わ
れ
ま
し
が
、

ぅ。

一
夫
が
あ
る
も
の
と
恩
わ
れ
ま
す
。

⑦

科

学

技

術

的

に

警

な

も

の

月

一

日

そ

の
霊
の
一
望
し
て
、
つ
ぎ

一

の
と
お
り
無
料
検
診
が
行
な
わ
れ

ム
寝
冷
え
に
注
意
レ
ま
し
ょ
う
一

発
明
協
会
で
は
乙
れ
ら
の
作
品

③

日

常

生
活
に
結
び
つ
い
た
も
な
お
所
定
の
用
紙
そ
の
他
く
わ

ム
は
え
の
発
症
を
防
止
レ
ま
し
一
番
の
申
に
広
く
紹
介
し
、

豊

か

の

し

い

と

と

詰

工

益

課

ま

で

訪

れ

れ

知

科

医

日

。

ょ
う
。
一
な
明
日
へ
の
生
活
の
一
助
に
し
た
ム
申
込
方
法
場
所
所
定
の
用
紙
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

い
と
い
う
意
図
に
よ
り
、
第
四
回
に
必
要
事
項
希
記
載
レ
、
東
京
(
商
工
水
産
牒
)

発
明
工
夫
コ
ン
ク
ー
ル
を
つ
ぎ
の
都
港
区
芝
明
舟
町
十
七
発
明
会

(保
険
衛
生
課
)

性
病
の
無
料
検
診

ム
日
時
九
月
二
十
六
日

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で


